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1.セ ン ター利 用 登 録 者 ・課 題 名 一 覧(平 成10年 度)

氏 名 所 属 ・ 職 研 究 課 題

中 川 寿 夫 教 養 部 ・ 教 授 熱 ゲ..___ジ場理論 の相 構造 と相転 移機構 の研 究

湊 敏 教 養 部 ・ 教 授 化学反応の経路に関する理論的研究

横 田 浩 教 養 部 ・助 教 授 有限温度における場の量子論の研究

伊 土 耕 平 文 学 部 ・助 教 授 教材開発

碓 井 照 子 文 学 部 ・助 教 授
Arc/lnfo,Arc/View,Sisを 利 用 した 地 理 情

報 シス テ ム(GIS)の 研 究

酒 井 高 正 文 学 部 ・ 講 師
人ロデー タの統計処理 とGIS利 用 を中心 と

する地理情報処理

泉 輝 孝 社 会 学 部 ・教 授 学生の単位修得状況に関する調査

今 泉 重 夫 社 会 学 部 ・教 授 教材開発

道 明 義 弘 社 会 学 部 ・教 授 企業行動の国際比較分析
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z. 平成10年 度 システム稼働状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 !O月 l!月 12月 1月 2月

■

3月 合 計
SPP 稼 働H数

稼 働 時 間(分つ

30 28 30 3! 2! 30 29 30 25 25 28 3! 338

43200 40,320 43,?UU 44,640 30,240 43,200 4!,760 43,200 36,000 36,000 40,320 44,640 486,720

イ呆'、 子 口芋llij 3UO 0 30 U O ?10 0 0 O 0 0 O 540

古気1;章1痔 贋1 0 O U 0 0 0 0 O U 0 0 O 0

セ ソ シ ョ ン件 数 262 350 916 注1) 363 683 !,08 1,179 511 680 ユ15 ?03 6,320

セ ッ シ ョ ン時 間 1,059 98! 5,804 河 1) 2,022 i,410 15,!57 21,418 8,525 9,510 434 1,i?6 14,046

CPUl痔 欝1 169,532
'

167,751 14,i?9 {_}1) 363,686 17LO20 19!,1.0 ?15,000 119,703 ?15,079 122,897 255,ユ59 2,265,966

hPol

hPO2

稼 働 日 数

手家f動fl慣jl分 ・、

3U 28 30 31
`?1

30 29 30 25 25 28 31 338

43200 40,320 43.?00 44,640 3U,?40 43,200 41,i60 43,`?OU 36,000 36,000 40,3?0 4,640 486,720

f呆'芋 日与1昔 」 0 (一) O 0 U 0 O U U U 0 O U

～女F章 日芋tjki U 0 U U U U 0 (⊃ U U U U O

セ ッ シ ョ ンf牛 委文 519 748 937 724 23 /Ufa 229 i94 454 ?31 h 37 4.?U8

セ ッ シ ョ ン時 間 7,598 2L607 1L856 9,431 lU8 1,514 2,935 3.48i 5,988 4,479 34 714 69,751

f呆/ら!li芋 間 o U O O U L 0 O f) U U O 0

占気1f.1昌1 0 U U O U U U O O O U O U

セ ッ シ ョ ン/牛 委父 1
..

8 7 4 4 9 4 5 3 4 」 59

セ ッシ ョ シ時 間 1 r/ 1(,8 22 6 69 li3 11 26 8 4 9 514

9WsO1

9WsO2

9WS()3

9WsO4

9WsO5

手家/動 日 溢父

手家 丁動 日芋llil・ 分・1

30 28 30 31 2! 3U 26 30 25 25 28 31 33,E

13."00 40,320 43,200 44,640 30.24() 43,200 37,440 43200 36,00(1 36,000 40,32(.) 44,640 48?.XOO

f呆 ■芋 時三 措1 f/ 20,()O(} i) o O 0 U O u o C) O
`?0
,000

占気1章1痒1昌! () し) 1( 一) () U OlO O U r,`?UO U U i.?00

托コ ・ソ シ ョ シT`#委 父 26 1'" 160 69 73 29 9 5 ;) 11 F, 11
一

5,426

セ ッ シ ョ ン時 間 154 27 3.90/ 973 L785 765 144 1 70 92 14 34U 8,306

!呆'芋H芋llll O "0.UUi, O U U O U
iO

U o o U 2(り.000

1障1日 芋it」1 () し) u U U U /) O U u u U U

セ ッ シ ョ ン件 数 7 23 /9 56 kj ユ3ユ 25 3 8 3 3 1 34i

セ ッ シ ョ ン時 間 95 12,3!6 424 722 2,055 1,193 149 3 666 !6 5 1 17,645

で呆 ノ子 日与 問 U 20,00!) U O U U (} O U 0 U 0 `?0
,000

占父F章H芋 措1 O O 0 U O O 0 f) U 0 U U /)

セ ッシ ョン 件 数 7 22 1! 34 :) 7 11 2 4 1 2 3 ユ61

セ ッ シ ョン時 間 72 "Oi1 13i 405 1,335 8ユ 96 4 930 2 2 11 5,146

f呆 ノ芋 日芋 借/
1

U
`?U
,000 !0 (}O 0 O U U U O O 20,000

占気P章}専llil O U
i/)

U
「

U U U O 0 0 o 0
剛O

セ ッ シ ョン件 数 lU 44 1"
`'1

15 4 4 3 1 ユ 0 3 --8

セ ッ シ ョン時 間 lO1 15,031 1,074 254 259 175 3`' 2 2 ! U 8 16,939.誓ミ
!
、}・r痔 問 U

`?0
,000 U 0 U o c) o U 0 U 0 ?0,000

占父u章H芋 借! U U U 0 U
r¥U

U 0 U O U U O

セ ッ ショ ン 件 数 1 26 !0
'?!

」 3 4 3 1 1 U ! 80

セ ッ シ ョ ン時 間 /1 1`3.341 180 257
.,

58 24 2 1 1 U ユ 13,943

NrrsrvO1

」

手家f動 日 数

手家 働 時 間(分)

30 28 30 31 2ユ 3U 29 30 25 25 28 31 338

43.'(_)0 4U,3`?U 43.'OU 44,640 30,240 43,`'00 41,760 43,`?00 36,000 36,000 40,320 44,640 486,r?0

f呆'芋 日芋1酎 O U O 0 0 (/ O 0 0 U 0 O 0

占気1;章 日寺 借1 0 J U U 0 U 0 U O 0 U 0 O

セ ッ シ ョ ン件 数 5,7!5 8,157 1!,60`? i,i?9 2282 5237 8,666 ,〉,64J 6,1?? 4,000 ;)... 465 66,ユ52

1セ ッ シ ョ ン時 間 i73,243 151,965 194,179 1'38,Ii8 47,678 93,981 !6`?,9iU 1C1,3?〉 ユ12,692 7?,9iO 6,502 11,?i? !ユ66,958 1
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3.平 成10年 度NUICE

(電子MAIL利 用状 況)

システム稼働状況

4月 5月 6月 7月 8月 9月 lO月 11月 !2月 1月 2月 3月 合 計

daibutsu 受 信 件 数 6,790 C-1¥-V- 3,119 3,6?9 2,59' 3,511 5,013 5,095 4,490 6,10? 4,344 3,85! 53,860

発 信 件 数 L453 1.36 1,575 !,462 766 1,384 1,iO3 1,5?5 1,311 1,349 1,361 1,375 16,6!0

合 計 8,?43 C,010 5,294 5,091 3,358 4,955 6,7!6 6.60 x,801 7.41 5,705 5,226 10,470

st

I

受 信 件 数 154 ?31 189 263 13`? 197 30ユ 304 445 557 487 563 3,823

発 信 件 数 79 107 7`' 97 27 43 91 89 1?6 205 !37 ?19 1,292

合 計
`?33

338i ?61 36U 159 ?40 392 393 571 762 624 782 5.11

(SERVER稼 働状 況)
1

L4月
5月 6月 7/j 8月 9月 lO月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

ClaibutSU 稼 働 日 数13() 3ユ 30 31 29 30 3! 30 31 31 28 3! 36:3

稼 脚 糊t432・ 。 44,640 43,XOO 44.60 4!.X60 43,`'00 44,640 43,?00 44,64Q 44,640 4093?0 44,640 522,720

保 守 時 間
盈

O O U U U U U U U 0 U 0 U

故 障 時i副720 0 0 U 0 U 0 U U U 0 0 720

セッション1澱件数 11`?

十 一 弓/20
163 145 81 141 94 89 82 56 74 188 !,34

セ ル ヨン処理1捌 1`?rO 1,881 ?,x)13 1,129 !,34,E 1,433 541 i45 926 lyi 454 ?,858 ユ4,i9?

st 稼 働 目 数 30 31 30 31 29 30 3! 30 31 31 28 31 363

稼 働 時 間 43,200 44,640 43,200 44,640 41,760 43.00 44,640 43,?00 44,640 44,640 40,320 44,640 5?2.i?0

保 守 時 間 0 0 0 0 U 0 O 0 0 0 0 0 0

故 障 時 間 0 U 0 0 0 0 O 0 0 0 U U U

セッショシ開設鱗 女 513 390 359 4?8 73 332 621 787 541 7!U 391 360 5,505
h

セル ヨン四鴨問 8,684
i

7,423 5,0?ユ 9,543 703 6.04 9,?84 13,773 8,?79 7,989 4,320 3,939 85,012

(奈良大学H/Pア クセ ス件 数)

4月 5月 6月 /月
一18月1

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

第!ペ ージアクセス件数 600 L313

腎

1,40? 1,390 !,149 !,212 2ほ57 ?,174 2,029 ?,900 2,879 2,686 ?1,891
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・

GONVEXC3420稼 働 状 況(平 成6年 度 から8年 度まで 〉

「
i(分)510.00
505,00:[
500,000

495,000

490.000

a8s,000

480,000

475.000

470,000

465,000

460,000

4 稼 働 状 況 の 推 移

CONVEX稼 働時間

幽一一「 『

1.::1

＼

『 一 一 一 一 一 一_

一

平成6年 度

卜一一 一一

492.480

"11

______一 一__一_一__一________ __」

平 成7年 度 平 成8年 度

(分)

120,000

ioo.000

80,000

.11!!

4G,000

zo,000

CONVEXセ ッション処理時間

0

一一 一 一一 一一 一 一 一 一一一 一 一 一一 一t-一 … 一 一

102,162

『 『 一

一

　

-一

.}

55,766
-一 　

¶- 一

79

オ

『 一一心P¶ 一

一____一

平成6年 度 平成7年度

コ…～…一ノ一}一一一一…}

75937

/

{

平成8年度

2.500

2,000

1,500

1ρ00

500

0

CONVEXセ ッション開設件数

0

0

0

0

8

7

0

0

0

0

ρ0

5

0

0

0

0

4

3

0

0

()

0

り
乙

-

0

CONVEXジ ョブ処理件数

2,314

一

682

… 一 一 一 一 『 一 『 一　 一 一2旧 　 ■、 } 皿 一

一鴨

236

一 一

/346.

月

d

平成6年 度 平成7年度 平成8年度 平成6年 度 平成7年度

一
平成8年 度

ロ

「

SUN,IRIS,HP稼 働 状 況(平 成6年 度 か ら8年 度まで)

(分)

505,000

500,000

495,000

490,000

485.000

480,000

475.000

470,000

465.000

460,000

平成6年 度

F閂ゆ一♂"77～ げ"一 一 ダ'一'一 一 一

502,560

一 一

'"心' 一'一'r"甲 一♂'

、

495,360

一

一 『 一

一 『

一

一

一

一

一

}

一

㎝

一

一 一 一 一 }

_ノ

ー冒}

一 一 一

一

一

414,280

-『 『_

}

一

一

一}一

一 一 一　 一 一 一 『 『 一 一

} _'

2 邑

SUN,IRIS,HP稼 働 時間

平成7年 度 平成8年 度

9,000

8,000

7,000

・111

5.000

4,000

3.000

2,000

1.000

0

SUN,IRIS,HPセ ッション開 設件数

8.538

7,875

、

平成6年 度 平成7年度 平成8年度

(分)

700,000

・11!11

500,000

400.000

300,000

200,000

ioo,000

0

SUN.IRISHPセ ッション処 理時間

『

} ㎝0-畠 章,岸●r

579,887

}

-

h

『 一 『 噌　 一 『 『 一 一 『 一

一

一

281,765

241,446
一

一

」

「

1

平成6年 度 平成7年 度 平成8年度
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spp,hpO1,gwsOl.ntsrvOl稼 働 状 況(平 成9年 度 か ら10年 度 ま で)

SPP,HP,GWS,NTServer稼 働 時 間

(分)

SPP,HP,GWS,NTServerセ ッシ ョン処 理 時 間

(分)

500,000

・・111!

51111

470,000

460,000

450,000

440,000

430,000

420,000

410,000

へ … う

492,48、 セヤ ー__ _486、720

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

阿

2,010,807
●・・…
.=㌃ ニ ー ■486,720

伽.・▲

482,400

+SPP

-{トhpO1

… 倉・・gwsO1

-・●・-ntservO1

一 ◆-SPP

-一一一一hpO1

・… 一一・gwsO1

-一 ・ ・-ntservOl

1,166.95

..1:t ●

765,39}一

275.00
200
28:811訟.畿一 一淋_1騰

1

平 成9年 度 平成10年 度 平成9年 度 平成10年 度

SPP,HP,GWS,NTServerセ ッシ ョン 開 設 件 数

(分)

70,000

・/111

50,000

40,000

魚"30
,000

20,000

10,000

0

,.66,152

,●'
'9

'●

'●

'」

'●

'●

'
■'

●

一→-SPP

-4--hpO1

-一一・一一一gwsO1

-一 ・ 一一ntservOl

.6「

.'

34,170

6,6585,426

29§塁 …9:117208

平成9年 度 平成10年 度

daibutsu,st稼 働 状 況(平 成7年 度 か ら10年 度 まで)

・11111

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

(分)

Notworkserver稼 働 時間
(分)

NetworkServerセ ッション処理 時間

as.otz.__"'1

▲o
o
」

}」

3

…1

…

'1111

80,000

70,000

.1111

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

一 騨}

へ'一"'}'

525,600
r

522.720522,720

●'

9

o∂

'●◆ 9壷522,720
-一 一 一 一1
.・1

!i

i"
/'67.381!/ a

5J.OO1一}

ノ}

!}

∠

i
一i‐daibutsu

十St
48,223一t-daibutsu

.一 ・か ・・st

一 一 一 一

262,080

:・

r'262,080

i

1
}

4,686
14,792＼

幽

∫

i
[t`

0

平成7年 度 平成8年度 平成9年度 平成10年 度
0 1且

平成7年 度 平成8年 度 平成9年 度

且

平成10年度

1

NetworkSer》erセ ッション開設 件数
一r霞 … 置一

8,000

7,000

6ρ00

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

●o 9　

7,028
ム .
・、
・髄

、. 嚇
、 ・

、
●●
、 △5

,505

一一f‐daibutsu

-・ △一 ・-st3/＼

/＼
▼1

,933 1,454
→1 ,345

且 ▲ 甑

0

平成7年度 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度
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電子メール受発信件数及びホームページアクセス件数(平 成7年 度から10年 度まで)

r　 一一 一 一 一一一一一 一「　 一皿一-一

ミ 　

125。。。 電子メ『ル発醐25.400
iI

l19
,459/111

}11」1

15,89716.610

15,000

10.000

「

5.000

」U

卜 翌 整
・iIii

50,000

40ρ00

30,000

20,000

10,000

平成8年度

26㌧
一 一一一・1,292

平成9年度 平成10年度

15,000

匡艶回
io,000

5,000

Lヒ

1

ホームページアクセス件敷

電 子メー ル受信 件数

56,047

40.529

2447

度年8成平

21β91

一
平成9年度 平成10年度

0叢1
_

647,ゆ.,曽 。一 ▲3・823

平成9年 度 平成10年度

‡聖1甥

一一一一 一一 一一一一一 ___一___」
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昭和63年4月

5月

6月

9月

平成2年4月

4月

5月

平成3年3月

7月

8月

8月

9月

10月

11月

平成4年4月

4月

4月

月

月

月

月

月

ρ
0

ρ
0

ワ
ー

0
0

0
」

12月

平 成5年1月

3月

3月

5月

「奈良大学情 報処理センター年報No .10」

5.奈 良大学情報処理セ ンターの歩み

情 報 処 理 セ ン タ.___開設

第1シ ス テ ム 室 にNECACOS430/70を 、 第1電 算 実 習 室 にNEC

PC9801VM2!35台 を設 置

第2電 算 実 習 室 にNECPC9801VM2125台 を設 置

入 力 室 に富 士 通FACOM9450ΣmkHを 設 置

NECACOS430/70利 用 開 始

ワ ー プ ロ講i習 会(5日 間)

ワ ー プ ロ入 門 講 座(5日 間)

NECN5200mkHを 設 置

ACOSi講 習 会(2日 間)

NECPC9801NV128台 導 入

NECPC980!NV372台 導 入

SSネ ッ ト導 入

教 職 員 対 象 パ ソ コ ン講 習 会(3日 間)

携 帯 型 パ ソ コ ン操 作 法 講 習 会(3日 間)

パ ソ コ ン講 習 会(3日 間)

SSネ ッ ト講 習 会

携 帯 型 パ ソ コ ン操 作 法 講 習 会(3日 間)

APPLEMacintoshSE/30お よ び レ ー ザ ー フoリ ン タCanonLaser-

Shot導 入

印 刷 用 プ リ ン タ室 にCanonBJ-330J6台 導 入

携 帯 型 パ ソ コ ン操 作 法 講 習 会(3日 間)

職 員 対 象COBOL入 門(5日 間)

第1回 公 開 講 座 「ワ ー プ ロ 入 門」(4日 間)

ス ー パ ー コ ン ピ ュ ー タCONVEXC3420等 導 入

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンSUNSparcStation2、IPX2台 、IPC35台 、

IRISIndigoXs24等 導 入

CONVEX研 修 会(2日 間)

SUN講 習 会

総 合研 究 棟 に 第3電 算 実 習 室 開 設

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン利 用 説 明 会

携 帯 型 パ ソ コ ン操 作 法 講 習 会(3日 間)
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平 成5年7月

8月

8月

10月

11月

12月

平成6年5月

5月

7月

8月

8月

9月

ll月

平 成7年3月

3月

4月

5月

7月

8月

8月

9月

11月

11月

12月

平 成8年3月

4月

5月

7月

7月

8月

8月

8月

8月

イ メ,___ジス キ ャナ ー取扱 説 明会

第2回 公 開講座 「ワー プロ入門」(4日 間)

公 開講 座 「分子軌 道法 講習 会」(3日 間)

第1回 公 開講座 「ビジネスの ための ワー クステ ー シ ョン入 門」(5日 間)

携 帯型 パ ソコ ン操 作法 講習 会(3日 間)

SPSS講 習会

携 帯型 パ ソコ ン操 作法 講習 会(3日 間)

資格取 得対 策講座 説 明会 お よび選 抜試験

第3電 算実 習室 にSUNIPX1台 増設

第3回 公 開講座 「ワー プロ入門」(4日 間)

講習 会 「研究 室 で実現 で きる最新化 学計 算」(2日 間)

公 開講 座 「分 子軌 道法講 習 会」(2日 間)

携 帯型 パ ソコ ン操作 法講 習会(3日 間)

「パ ソコ ンに よる コ ンピュー タケ ミス トリー入門」(3日 間)

ACOS430/70運 用停 止

第1・ 第2電 算実習 室 の クラ イア ン ト機 をNECPC9801BA3に 更新

携帯 型 パ ソ コン操作 法講 習会(3日 間)

学 内LAN敷 設 工事 開始

第4回 公 開講座 「パ ソコ ン入 門」(4日 間)

講習 会 「研 究室 で実現 で きる最新 化学計 算」(2日 間)

ネ ッ トワー ク開通

キ ャンパ ス情報 ネ ッ トワー ク完成披 露

携 帯 型パ ソコ ン操 作法 講習 会(3日 間)

教 員対 象Winbiff講i習 会

「パ ソコ ンに よる コ ンピュー タケ ミス トリ.__..入門
」(3日 間)

職 員対 象Winbiff講 習 会

携 帯型 パ ソコ ン操作 法講 習 会(3日 間)

GatewayP5-166設 置

職 員研修(コ ンピュー タ初級)

職 員研修(コ ンピュー タ中級)

職 員研修(コ ン ピュ0タ 初級)(2日 間)

第5回 公 開講座 「パ ソ コン入 門」(4日 間)

職 員研 修(コ ン ピュー タ中級)(2日 間)

講 習会 「研 究室 で実現 で きる最新 化学 計算」(2日 間)
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平 成8年11月

11月

平 成9年3月

4月

4月

5月

5月

6月

6月

7月

8月

8月

10月

12月

平 成10年2月

4月

4月

5月

5月

5月

6月

7月

8月

8月

8月

10月

11月

12月

平 成11年1月

2月

「奈良大学情報処理センター年報No .10」

携 帯型 パ ソ コ ン操作 法講 習会(3日 間)

教員対 象新 システ ム説 明会

WindowsNT操 作説 明会

第3電 算実 習室 の ク ライア ン ト機 をHPVectraVA6/180に 更新

図書館 情報検 索 説明会(5日 間)

SPSS操 作説 明会

パ ソコ ン講 習会(3日 間)

資格取 得支援 講座 説 明会 お よび試験

パ ソコ ン講 習会(3日 間)

DECAIphaPersonalWorkstation設 置

第6回 公 開講座 「パ ソコ ン入 門」(4日 間)

講習 会 「研 究室 で実現 で きる最新 化学計 算」(2日 間)

公 開講座 「WindowsNT講 座」(5日 間)

電子 メ,__._ルアカ ウ ン ト付 与 講座(10日 間)

電子 メール アカ ウ ン ト付 与 講座(3日 間)

第1・ 第2電 算 実習室 の クライ ア ン ト機 をHPKAYAKPCXA266DTに 更

新

総 合研 究棟 に第4電 算 実習 室 開設

学生検 索 コーナー 開設

パ ソコ ン入門講 習会(単 位 不認定)開 始

電子 メ.___ルア カウ ン ト付与 講座(10日 間)

文 化財 史料 学専 攻 院生対 象

電子 メー ルア カウ ン ト付 与講座(2日 間)

電子 メール ア カウ ン ト付与 講座(3日 間)

オー プ ンキ ャンパ ス(2日 間)

第7回 公 開講座 「パ ソ コン入 門」(4日 間)

講 習会 「研 究室 で実現 で きる最 新化 学計算 」(2日 間)

公 開講座 「Excel入 門講 座」(5日 間)

電 子 メール ア カウ ン ト付 与講座(10日 間)

セ ン タ.___開設10周 年 記念 講演 会

パ ソコ ン入 門講習 会修了 者対 象

電 子 メー ルア カ ウ ン ト付 与講 座(2日 間)

パ ソコ ン入 門講i習会修了 者対 象

電 子 メー ルア カ ウ ン ト付 与講 座(2日 間)
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平成11年3月

4月

4月

5月

7月

8月

8月

8月

クラ イア ン ト機HPKAYAKXA6/35070台 増設

第1～ 第3電 算実 習室 の クラ イア ン ト機 移設

学生 用 メ.___.ルサ ーバ設置

電子 メール ア カウ ン ト付与 講座(9日 間)

電子 メール ア カウ ン ト付与 講座(3日 間)

オー プ ンキ ャ ンパ ス(2日 間)

第8回 公 開講座 「パ ソコ ン入 門講 座」(4日 間)

講習 会 「研 究室 で実現 で きる最新 化学計 算」(2日 間)

一110一



「奈良 大学情報処理 センター年報No .10」

6.研 究 業 績

平成3年 度(1991)以 降 、情 報処 理 セ ン ター内 の機器 の利 用 に基 づ き、 また はセ ン ター一教

員のサ ポ ー トを得 て発 表 され た研 究業績 は次 の通 り。掲 載順 序 は、発 表年 月順 と した。(表

題 、著者 名 、発表誌 名、発 表年等 を記 載)

1Real-timenon-Abeliangaugecouplingatfinitetemperature:Temperatureand

vertex-configu-rationdependences

NaokiAshida,AkiraNiegawa,HisaoNakkagawaandHiroshiYokota

PsysicalReviewD.,44(1991)473

2地 理 学 教 育 ・研 究 の た め のGISの 課 題 一GISと 分 析 手 法 の リ ン ケ ー ジ ー

遠 藤 光 浩 、 小 長 谷 一 之 、 酒 井 高 正

地 理 科 学46(1991)229

3量 子 統 計 因 子 を 含 む 積 分 の 数 値 計 算 法

横 田 浩

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報2(1991)12

4授 業 中 の 私 語 に 関 す る 調 査 と授 業 の 自 己 評 価 一 奈 良 大 生 の 意 識 調 査 か ら 一

高 見 茂

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報2(1991)26

5高 等 教 育 機 関 に お け る 国 際 交 流 制 度 の 現 状 と課 題 に 関 す る 比 較 調 査 研 究

市 川 良 哉 、 武 久 文 代 、 高 見 茂 、 東 山 弘 子 、 山 田 隆 敏

奈 良 大 学 紀 要20(1992)1

6DynamicsoftheProteinsinAlpha-helicalProteins

Shin-ichiIchinoseandTsutomuMinato

Chaos,Solitons&Fractals.,2(1992)147

7奈 良 県 デ ー タ ベ ー ス と オ ブ ジ ェ ク ト指 向 型 デ ー タ ベ ー ス

碓 井 照 子

平 成3年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 成 果 報 告 書(重 点 領 域:西 川 治 代 表)

(1992)223

8Diagrammaticalgorithmforevaluatingfinite-temperaturereactionrates

NaokiAshida,HisaoNakkagawa,AkiraNiegawaandHiroshiYokota

AnnalsofPhysics.,215(1992)315

9GISの 本 質 とGISカ リ キ ュ ラ ム

ー 英 米 に お け るGISカ リ キ ュ ラ ム の 比 較 を 通 し て 一
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10

11

12

13

14

15

16

17

18

碓 井照子

地理 情報 システム学 会講演論 文集1(1992)90

「情報 科学」 受講生 の意識 につい て

横 田 浩

奈 良大学情 報処理 セ ンタ0年 報3(1992)19

授 業 の 自己点検 ・評 価試論 一大学 にお け る授 業 経営 の改 善 にむ けて一

高見 茂

奈 良大 学情 報処理 セ ンター年 報3(1992)43

奈良大学 第二外 国語履 修生 に対 す るア ンケー ト調 査

堤 博 美 、田 中 良、笠 置侃 一

奈 良大 学紀 要21(1993)1

国内 人口移動 の規定 要 因の分析

酒井高 正

奈良大 学紀 要21(ユ993)ユ67

技 能者不足 と企業 の対 応

泉 輝孝

奈 良大学総 合研 究所所 報1(1993)55

DualOne-centreFrontier-orbitalInteractionsin[2-t-2]Cycloadditionsof

Ketenes

ShinichiYamabe,TsutomuMinatoandYoshihiroOsamura

JournalofTheChemicalSociety,ChemicalCommunications.,(1993)450

NovelCageMoleculesfromtheReactionof8,8-Dicyanoheptafulvenewith

CyclopentadienideAnion:StructureandMechanism

TakahisaMachiguchi,ShinichiYamabe,TsutomuMinato,ToshioHasegawa

andToyonobuAsao

TheJournalofTheAmericanChemicalSociety.,115(1993)1669

オ ブ ジ ェ ク ト指 向GISと 空 間 フ ィチ ャ ー

碓 井 照 子

平 成3年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 成 果 報 告 書(重 点 領 域:西 川 治 代 表)

(1993)137

オ ブ ジ ェ ク ト指 向 型 奈 良 県 地 理 情 報 シ ス テ ム の 研 究

碓 井 照 子

福 武 学 術 文 化 振 興 財 団 平 成4年 度 報 告 書(1993)86

一112一



19

20

21

22

23

24

25

26

27

28
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GISカ リ キ ュ ラ ム

碓 井 照 子

地 理 情 報 シ ス テ ム 学 会 講 演 論 文 集2(1993)55

地 理 情 報 シ ス テ ム(GIS)研 究 とGIS教 育 の 必 要 性

碓 井 照 子

奈 良 大 学 紀 要21(1993)157

FrontierOrbitalsalongIntrinsicReactionCoordinatesofSulfur-Containing

[4十2]and[8十2]Cycloadditions

ShinichiYamabe,SatoshiKawajiri,TsutomuMinatoandTakahisaMachiguchi

TheJournalofOrganicChemistry.,58(1993)1122

Molecularmechanismsforprotontransferinalpha-helicalproteins

Shin-ichiIchinoseandTsutomuMinato

JournalofPhysics:CondensedMatter.,5(1993)861

青 年 の 自 己 概 念 形 成 と 社 会 的 比 較 一 日本 人 大 学 生 に み ら れ る 特 徴 一

高 田 利 武

教 育 心 理 学 研 究41(1993)339

奈 良 大 学 の 情 報 処 理 環 境

今 泉 重 夫 、 湊 敏 、 横 田 浩

第7回 私 情 協 大 会 資 料(1993)55

Frontier-OrbitalInteractionsalongtheIntrinsicReactionCoordinatesofKetene

Dimerizations

ShinichiYamabeandTsutomuMinato

BulletinofTheChemicalSocietyofJapan.,66(1993)3283

ATheoreticalStudyonBromoniumIonandMercuriniumIonIntermediates

ShinichiYamabeandTsutomuMinato

BulletinofTheChemicalSocietyofJapan.,66(1993)3339

Thecatalyticroleofproteinsintheelectrontransportprocessofbiological

systems

Shin-ichiIchinoseandTsutomuMinato

JournalofPhysics:CondensedMatter.,5(1993)9145

文 科 系 大 学 に お け る 情 報 利 用 環 境

今 泉 重 夫 、 湊 敏 、 横 田 浩

平 成5年 度 情 報 処 理 教 育 研 究 集 会 講 演 論 文 集(文 部 省 、 名 古 屋 大 学 共 催)

(1993)137
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29ネ ッ トワー ク化 さ れ た ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンの 利 用 環 境

横 田 浩

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 年 報4(1993)1

30TropothioneUndergoesCycloadditioninaWayDifferentfronTropone:ACom-

parativeStudyofTheirReactivitiesonCycloadditionstoFluvene

TakahisaMachiguchi,ToshioHasegawa,YukikoIshii,ShinichiYamabeand

TsutomuMinato

TheJournalofTheAmericanChemicalSociety.,115(1993)11536

31奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ.___にお け るARC/INFOを 利 用 したGIS(地 理 情 報

シス テ ム)教 育 の 実 践

碓 井 照 子

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 年 報4(1993)31

32生 涯 学 習 社 会 に お け る 高 等 教 育 機 関 の 役 割 と課 題 に 関 す る実 証 的研 究

一学 研 都 市 圏 を 中 心 と した生 涯 学 習 シ ス テ ム の 構 築 を 目指 して 一

市 川 良哉 、 遠 藤 隆 、 武 久 文 代 、 高 橋 光 雄 、 堤 博 美 、 東 山 弘 子 、 藤 原 剛 、

田 井 康 雄 、 高 見 茂 、 大 町 公 、 田 中 良 、 田原 武 彦 、 山 田 隆 敏 、 荒 川 茂 則

奈 良 大 学 総 合 研 究 所 所 報2(1994)3

33高 等 教 育 機 関 に お け る 「付 加 価 値 指 標 」 の 計 測 モ デ ル の 開 発 とそ の 応 用

一 科 学 的 自 己評 価 シ ス テ ム の 設 計 試 案 一

高 見 茂

奈 良大 学 総 合研 究 所 所 報2(1994)203

34農 業 集 落 の 比 較 研 究(1)一 農 業 集 落 カー ドの 計 量 的 研 究 一

西 田春 彦 、 長 谷 川 計 二 、 与 謝 野 有 紀

奈 良 大 学 紀 要22(1994)183

35日 常 事 態 に お け る 社 会 的 比 較 の 様 態

高 田 利 武

奈 良 大 学 紀 要22(1994)201

36生 涯 学 習 社 会 の 構想 と意 識 一 そ の 教 育 社 会 学 的研 究

荒 川 茂 則

奈 良大 学 紀 要22(1994)231

37生 涯 学 習 ス ポ ー ツ の 実 態 と意 識 に 関 す る実 証 的 研 究

一 ス ポ.___.ツ意 識 に関 す る予 備 的 調 査 一

高橋 光 雄 、 田 原 武 彦 、 荒 川 茂 則

平 成5年 度 奈 良 大 学 総 合研 究 所 プ ロ ジ ェ ク ト研 究 報 告 「生 涯 学 習 社 会 にお け る高

等 教 育 機 関 の 役 割 と課 題 に関 す る研 究 」(1994)35
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38技 能 労 働 者 の 処 遇 活 用状 況 等 調 査 結 果 報 告 書

泉 輝 孝

大 阪 府 労 働 部 ・技 能 労 働 者 処 遇 活 用 状 況 等 に 関 す る研 究 会 報 告 書(1994)1

39奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー にお け る情 報 教 育 シ ス テ ム の 利 用 環 境 と諸 問 題

横 田 浩 、 湊 敏 、 今 泉 重 夫

第8回 私 情 協 大 会 資 料(1994)122

40考 古 学 研 究 にお け るGISの 利 用 一TINモ デ ル の 利 用 と3次 元 分 析 一

碓 井 照 子 、 太 田 浩 司

地 理 情 報 シ ス テ ム学 会 講 演 論 文 集3(1994)1

41文 科 系 大 学 にお け る情 報 利 用 環 境(H)

今 泉 重 夫 、 湊 敏 、横 田 浩

平 成6年 度 情 報 処 理 教 育 研 究 集 会 講 演 論 文 集(文 部 省 、 九 州 大 学 主 催)

(1994)187

42文 書 処 理 シ ス テ ムLaTeXに よ る文 書 作 成

横 田 浩

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 年 報5(1994)19

43ネ ッ トワ ー ク化 され た ワ ー ク ス テ.___シ ョ ンの 利 用 環 境(H)

横 田 浩

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 年 報5(1994)35

44TheProximalResiduelargelyDeterminestheCODistortioninCarbonmonoxy

GlobinProteins.AnabInitioStudyofaHemeProstheticUnit

PhilipJewsbury,ShigeyoshiYamamoto,TsutomuMinato,MinoruSaitoand

TeizoKitagawa

TheJournalofTheAmericanChemicalSociety.,116(1994)11586

45CharakteristikaandProblemederInnerbetrieblichenAus-undWeiterbildungin

Japan

TerutakaIzumi

GelernteKarriere--BildungandBerufsverlaufinJapan(1994)217

46地 理 情 報 シ ス テ ム に よ る 断 夫 山古 墳 の 分 析

一ARC/INFOのTINモ デ ル と3次 元 可 視 化 ツ ー ル ・AVSを 利 用 して 一

太 田浩 司 、 碓 井 照 子

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 年 報5(1994)45
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47TropothioneS-Sulfide.ANewClassofThiosulfine.

TakahisaMachiguchi,MaoMinoura,ShinichiYamabeandTsutomuMinato

ChemistryLetters.,(1995)103

48GISは 何 を め ざ す か

酒 井 高 正

地 理40(1995)42

49高 等 教 育 機 関 に 対 す る 生 涯 学 習 需 要 に 関 す る 調 査(そ の2)

一 生 涯 学 習 社 会 に お け る 企 業 内 教 育 ・訓 練 へ の 大 学 の 関 わ り に 注 目 し て 一

高 見 茂

奈 良 大 学 総 合 研 究 所 所 報3(1995)3

50ANovelSynthesisofTrienesbyNucleophilicRingCleavageofTroponeOxime

Tosylate.

TakahisaMachiguchi,YoshiyukiVVada,ToshioHasegawa,ShinichiYamabe,

TsutomuMinatoandTetsuoNozoe

TheJournalofTheAmericanChemicalSociety.,117(1995)1258

51英 米 に お け るGIS研 究 と そ の 応 用 的 利 用

碓 井 照 子

奈 良 大 学 紀 要23(1995)123

52青 年 期 人 口 移 動 の 分 析

酒 井 高 正

奈 良 大 学 紀 要23(1995)137

53農 業 集 落 の 比 較 研 究(2)一 農 業 集 落 カ ー ドの 計 量 的 研 究 一

西 田 春 彦 、 長 谷 川 計 二 、 与 謝 野 有 紀

奈 良 大 学 紀 要23(!995)227

54自 己 認 識 方 途 と し て の 社 会 的 比 較 の 位 置 一 日 本 人 大 学 生 に み ら れ る 特 徴 一

高 田 利 武

奈 良 大 学 紀 要23(1995)259

55災 害 情 報(分 担)

碓 井 照 子

文 部 省 緊 急 プ ロ ジ ェ ク ト 「兵 庫 県 南 部 地 震 を ふ ま え た 大 都 市 災 害 に 対 す る 総 合 防

災 対 策 の 研 究 」 報 告 書(1995)37

56TropothioneversusTropone:AComparisonoftheChargeSeparationinthe

GroundState.

TsutomuMinato,ShinichiYamabe,ToshioHasegawaandTakahisaMachiguchi

Tetrahedron.,51(1995)2507
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57DIMSISGeographicInformationSystemforDisasterInformationManagementof

theHyougoken-NanbuEarthquake

KamedaH.,KakumotoS.,IwaiH.,HayashiH.andUsuiT.

JournalofNationalDisasterScience16-2(1995)89

58阪 神 ・淡路大 震災 にお け る道路 交通損 傷 の地域 的パ ター ン ーGISに よる分析 一

碓 井照 子 、小 長谷 一之

地理学 評論69A(1995)621

59高 齢 化社 会 にお ける人材活 用 の条件

泉 輝 孝

日本労務 学 会年報(第24回 大 会)(1995)136

60日 本 的 自己 の構 造 一下位様 態 と世代 差 一

高 田利 武、松 本芳 之

心 理学研 究66(1995)213

61文 教 予算編 成過程 の ゲー ム論 的検 討

高 見 茂

日本教育 行政学 会年 報21(1995)184

62阪 神 ・淡路 大震 災の災 害 デー タベー ス作 成 と防災GIS一 奈 良大学 防災調査 団 の

実践 的活動 か ら一

碓 井照子 、實 清 隆、酒井 高正

地 理情報 システ ム学 会講演 論文 集4(!995)33

63阪 神 ・淡路 大震 災の復興 過程 にお ける瓦礫撤 去状 況調査 か らみ た神 戸市 長 田区 にお

ける防災GIS導 入効 果の分 析

碓 井照子 、亀 田弘行 、角本 繁

地理 情報 システ ム学 会講演 論文 集4(1995)39

64数 学 支援 シス テムMathematicaとREDUCEに よるデー タ処 理

横 田 浩

奈 良大学情 報処 理 セ ン ター年報6(1995)9

65情 報処 理 セ ン ター内 ネ ッ トワー クの概 要

横 田 浩

奈 良大学情 報処 理 セ ン ター年報6(1995)17

66金 融機 関 の株 式所 有状況 と融 資動 向の分 析:生 命保 険 会社 を中心 と して

一検証:株 式 会社 「日本」 一

道 明義弘 、伊藤研 一一

奈 良大学情 報処 理 セ ン ター年報6(1995)49
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68

69

70

71

72

73

74

75

TheProximalResidueLargelyDeterminestheCODistortioninCarbonMonoxy

GlobinProteins.AnabhlitioStudyofaHemeProstheticUnit

PhilipDewsbury,ShigeyoshiYamamoto,TsutomuMinato,MinoruSaitoand

TeizoKitagawa

TheJournalofPhysicalChemistt-y.,99(1995)12677

FineTuning[4十2]and[2-f-4]Diels-AlderReactionsCatalyzedbyLewisAcids

ShinichiYamabe,TatsuoDaiandTsutomuMinato

TheJournalofTheAmericanChemicalSociety.,117(1995)10994

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ.___.にお け る 阪 神 ・淡 路 大 震 災 災 害 デ ー タ ベ ー ス の 作 成

碓 井 照 子

情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報6(1995)31

DisasterDataBaseontheHanshinAwajiEarthquakeandDisasterPrevention

GISActivities

Usui,T.,Kameda,H.andKakumoto,S.

InternationalAssociationforMathematicalGeology,1995AnnualConference,

Proceedings(1995)295

「情 報 関 連 科 目 」 の 現 状 と 問 題 点:奈 良 大 学 教 養 部 の 新 カ リ キ ュ ラ ム に つ い て

横 田 浩

平 成7年 度 情 報 処 理 教 育 研 究 集 会 講 演 論 文 集(文 部 省 、大 阪 大 学 共 催)(1995)93

「情 報 科 学 」 受 講 生 の 受 講 前 の コ ン ピ ュ ー タ 使 用 経 験 に つ い て(H)

横 田 浩

奈 良 大 学 総 合 研 究 所 所 報4(1996)3

生 涯 学 習 に 関 す る 平 群 町 民 意 識 実 態 調 査 報 告

一 明 日 の 平 群 の 生 涯 学 習 シ ス テ ム の 構 築 を め ざ し て 一

高 見 茂

奈 良 大 学 紀 要24(1996)1

奈 良 大 学 キ ャ ン パ ス 情 報 ネ ッ トワ ー ク の 構築

今 泉 重 夫

奈 良 大 学 紀 要24(1996)145

平 成7年 度 奈 良 大 学 外 国 語 科 目 履 修 生 に 関 す る 調 査 報 告

池 田 正 博 、 小 林 永 二 、J・O・ ス ワ ン 、 蘇 徳 昌 、 武 久 文 代 、 田 中 良 、

堤 博 美 、 中 尾 真 理 、 森 山 宏 美 、 山 田 隆 敏

平 成7年 度 総 合 研 究 所 プ ロ ジ ェ ク ト研 究 サ ブ プ ロ ジ ェ ク ト:外 国 語 教 育 環 境

(1996)1
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76青 年期 の人 口移動歴 の分析

酒井 高正

文部省 科学研 究費 補助 金(総 合研 究A)研 究 成果報 告書 「人口移動 と人口の 一極

集 中 に関す る コーホ ー ト分析」(1996)26

77産 業廃棄 物 の処理処 分 の事 例 一GISに よる産業廃 棄物 業務へ の 支援 と解析 一

碓井 照子

阪神 ・淡路 大震 災調査報 告書(解 説編)(1996)505

78防 災情 報 とGIS

碓井 照子

GISソ ー スブ ック(1996)305

79都 市 防災 とGIS

碓井 照子

都市研 究叢 書 『都 市 を とらえ る』(1996)213

80災 害 デ ー タベ ース作 成 にお け る技術 的 問題 点

碓井 照子

国土 地理 院 「GISに お け る空 中写真情 報 等 の利 用技術 に関す る基礎 的調査研 究

作 業」(1996)131

81阪 神 ・淡路 大震 災後 の復 興 ・街づ くりに関す る考 察

實 清 隆

財 団法 人福 武学 術文 化振興 財 団国際 交流助 成研 究成 果報告 書 「阪神 震災地域 の特

性 と国際的救援 活動 に関す る地 理学 的研 究」(1996)48

82阪 神 ・淡路 大震 災 にお けるGISの 活 用 と今後 の展望

碓 井照子

財 団法 人福武 学術文 化振 興財 団国際 交流助 成研 究成 果報 告書 「阪神 震災 地域 の特

性 と国際的救援 活動 に関す る地理学 的研 究」(1996)58

83地 方教育財 政支 出 に見 る 「テ ィブー効 果」 の検 証

高見 茂

教育 にお け る公正 と不公 正(1996)79

84日 本 の製造業:付 加 価値 の生 産 一検 証:株 式 会社 「日本」 一

伊藤研 一 、道明義 弘

経営情 報研 究(摂 南大 学)4-1(1996)1

85KetoneIsaDienophilefor[4十2](Diels-Aldet-)ReactionsacrossItsBond

ShinichiYamabe,TatsuoDai,TsutomuMinato,TakahisaMachiguchiand

ToshioHasegawa

TheJournalofTheAmericanChemicalSociety.,118-27(1996)6518
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86WhyAretheTroponoidRingsoftheMesylateandTosylateofTroponeOxime

CleavedEasilybyNucleophiles?

TsutomeMinato,ShinichiYamabe,ToshioHasegawaandTakahisaMachi-

guchi

Tetrahedron.,52-25(1996)8439

870ntheReconstructionandTownMakingaftertheGreatHanshin-AwajiEarth-

quakebyusingGIS

KiyotakaJitsu,TerukoUsuiandTakamasaSakai

28thInternationalGeographicalCongress

88「 情 報 科 目 」 受 講 生 の 意 識 に つ い て

横 田 浩

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報7(1996)11

89奈 良 大 学 キ ャ ン パ ス 情 報 ネ ッ ト ワ0ク の 構 築(n)

今 泉 重 夫

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報7(ユ996)29

90日 本 の 製 造 業:労 働 生 産 性 の 二 変 量 変 化 分 析 一 検 証:株 式 会 社 「日 本 」 一

道 明 義 弘 、 伊 藤 研 一

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン タ ー 年 報7(1996)43

91RGimprovementoftheeffectivepotentialatfinitetemperrature

HisaoNakkagawaandHiroshiYokota

ModernPhysicsLettersA.,11-28(1996)2259

92阪 神 ・淡 路 大 震 災 とGIS

酒 井 高 正

糸充言十47-11(1996)31

93文 科 系 大 学 に お け る 情 報 シ ス テ ム の 構 築 と 運 用

今 泉 重 夫 、 湊 敏 、 横 田 浩

平 成8年 度 情 報 処 理 教 育 研 究 集 会 講 演 論 文 集(文 部 省 、 名 古屋 工 業 大 学 共 催)

(1996)142

94ATheoreticalStudyoftheEpoxidationofOlefinsbyPeracids

ShinichiYamabe,ChisakoKondou,TsutomuMinato

J.Org.Chem.61(1996)616
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95KetoneIsaDienophilefor[4十2](Diels-Alder)ReactionsacrossItsC=O

Bond

ShinichiYamabe,TatsuoDai,TsutomuMinato,TakahisaMachiguchi,Toshio

Hasegawa

J.Am.Chem.Soc.118(1996)6518

96日 本 の製造業:資 本生産性 とそのこ 変量 変化分析 一検証:株 式 会社 「日本」 一

伊藤研 一 、道明義 弘

経営情 報研 究(摂 南大学)4-2(1997)1

97中 国にお ける文化 的 自己観 一 日中の比 較 一

高 田利武

奈 良大学総 合研 究所所 報5(1997)3

98素 粒子 論研 究 にお ける コ ンピュー タの利 用

横 田 浩

奈良大学 総合研 究所所 報5(1997)121

99阪 神 ・淡路 大震 災後 の人 口の動 き

酒井高 正

奈良大 学紀 要25(1997)79

100COMPUSTATデ ー タのパ ソコ ンに よる処理 プ ロセ ス とパ ネルデー タ分析

一 カナ ダ企業 の財務 デ ー タを中心 に一 〈検証:株 式 会社 「日本 」〉

道明義 弘 、伊 藤研 一

奈 良大 学紀 要25(1997)119

101奈 良県 の上場 企業 一付加 価値 の生 産 と分 配 一

道 明義弘

平 成8年 度 奈 良大学特 別研 究費1報 告 書(1997)1

102文 科 系大学 にお け る情報 シス テムの構築 と運 用(H)

今 泉重夫 、湊 敏 、横 田 浩

平 成9年 度情報 処理 教育研 究集 会講演 論文 集(1997)535

103大 学 評価 とそ の問題点

今 泉重夫

奈 良大学 情報 処理 セ ンター年報8(1997)35

104GISに よる阪神 ・淡路大 震災 学術 ボ ラ ンテ ィア活動 と災害 デー タベ ー スの作成

碓井 照子

地 図情 報17-1(!997)
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]05空 間 デ ー タ 基 盤 整 備 とGIS教 育

碓 井 照 子

地 理12(1997)

106阪 神 ・淡 路 大 震 災 の 学 術 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 とGIS教 育 か ら 見 た 地 理 学 に お け る 情

報 化

碓 井 照 子

地 理 科 学52-3(1997)

107兵 庫 県 南 部 地 震 に よ る 西 宮 市 域 の 建 物 の 被 災 と 復 興 に 関 す るGIS分 析

碓 井 照 子 、 岩 井 哲 、 亀 田 弘 行

地 理 情 報 シ ス テ ム 学 会 講 演 論 文 集(1997)

108職 業 能 力 の 企 業 間 通 用 性 と能 力 開 発 の あ り方

泉 輝 孝

日本 労 務 学 会 年 報(1997)

109EffectivePotentialatFiniteTemperature

-RGImprovementvsHighTemperatureExpansion -

HisaoNakkagawaandHiroshiYokota

ProgressofTheoreticalPhysicsSupplement129(1997)209-213

110NovelπHgCl2ComplexesofTropothione

ShinichiYamabe,TsutomuMinato,ToshioHasegawa,TakahisaMachiguchi

JournalofMolecularStructure(THEOCHEM)418(1997)197-207

1111nfraredSpectroscopyofTropothione

ToshioHasegawa,TakahisaMachiguchi,ShinichiYamabe,TsutomuMinato

JournalofMolecularStructure(THEOCHEM)418(1997)221-229

112経 済 意 識 と経 済 の 社 会 的 評 価 に 関 す る 理 論 的 実 証 的 研 究

前 田=穣 、 岡 本 英 雄 、 元 濱 涼 一 郎 、 木 下 博 道

科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 成 果 報 告 書(1998)

113オ ン ラ イ ン に よ る 地 理 学 関 連 情 報 の 収 集(国 内 編)

酒 井 高 正

奈 良 大 地 理4(1998)

114阪 神 ・淡 路 大 震 災 に お け る 地 理 情 報 シ ス テ ム の 活 用

碓 井 照 子

都 市 計 画(1998)

115ComputationoftheRGImprovedEffectivePotential

-DetailsoftheNumericalAnalvsis-
4

HisaoNakkagawaandHiroshiYokota

MemoirsoftheNaraUniversity26(1998)1
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116文 科 系 大 学 に お け る マ ル チ メ デ ィ ア ・ネ ッ ト ワ ー ク 教 育

横 田 浩

奈 良 大 学 総 合 研 究 所 所 報6(1998)3-14

117PhaseStructureatFiniteTemperatureinλ φ4Model

中 川 寿 夫,横 田 浩

素 粒 子 論 研 究98-1(1998)A29

118PhaseStructureoftheMassiveScalarφ4ModelatFiniteTemperature:

ResummationProcedurealaRGImprovement

HisaoNakkagawaandHiroshiYokota

in:TFT98[http://xxx.lanl.gov/html/hep-ph/9811469(online)],Proceedings

ofthe5thInternationalWorkshoponThermalFieldTheoriesandTheirAp-

plications,Regensburg,Germany,10-14August1998,editedbyU.Heinz.

ll9文 科 系 大 学 にお け る情 報 シ ス テ ム の 構築 と運 用 皿

今 泉 重 夫 、 湊 敏 、 横 田 浩

平 成10年 度 情 報 処 理 教 育 研 究 集 会 講 演 論 文 集(1998)131

120SOHOシ ス テ ム の 構築 に つ い て

今 泉 重 夫

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 年 報9(1998)17

121日 ・米 ・加 製 造 業 と非 製 造 業 に お け る雇 用 規 定 要 因 の比 較

:パ ネ ル デ ー タ分 析 一 検 証:株 式 会 社 「口本 」 一

道 明 義 弘 、 伊 藤 研 一

奈 良 大 学 情 報 処 理 セ ン ター 年 報9(1998)

122防 災研 究 とGIS(2)

碓 井 照 子

第10回 日本 地 震 工 学 シ ンポ ジ ウム 資 料 集(1998)

123TerremotodiHanshin-AwajisGISericostruzione

kiyotakaJitsu,TerukoUTsuieTakamasaSakai

SistemaTerra,AnnoVHnumero1-3(1998)

124日 ・米 ・加 企 業 の 経 営 行 動 一収 益 性 指 標 に も とつ くパ ネル デ ー タ分 析 一

検 証:株 式 会 社 「日本 」

道 明 義 弘 、伊 藤 研 一

佐 賀 大 学 経 済 論 集31-3,4(1998)
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125TroponeversusTropothioue.TheoreticalandExperilnentalAmalyses

ofCycloadditionswithMaleicAnhydride

T.Minato,S.Yamabe,A.Ishiwata,T.Hasegawa,T.Machiguchi

JournalofMolecularStructure(TIIEOCIIEIM)461-462(1999)359-3i7

126日 本 の 製 造 業:パ ネ ル デ ー タ に よ るOEM効 果 の 分 析

一 検 証:株 式 会 社 「日本 」 一

道 明 義 弘 、 伊 藤 研 一

奈 良 大 学 紀 要27(1999)

127日 ・米 ・加 製 造 業 ・非 製 造 業 に お け る 自 己 資 本 経 常 利 益 率

規 定 要 因 の 推 計 一 企 業 財 務 分 析 デ ー タ に も と つ くパ ネ ル デ ー タ 分 析 …

検 証:株 式 会 社 「日本 」

道 明 義 弘 、 伊 藤 研 一

ResearchCenterforEconolllicsRitstimeicanLTniversuty-,ResearchPaperSeries

98004(1999)

128住 民 属 性 か ら み た 大 阪 市 の 地 域 構造

一 地 域 メ ッ シ ュ 統 計 に よ る 年 齢 分 布 の 分 析 と 図 化 の 試 み 一

酒 井 高 正

成 田 孝 三 編 「大 都 市 圏 研 究(一 ヒ)」(1999)

129オ ン ラ イ ン に よ る 地 理 学 関 連 情 報 の 収 集(世 界 編)

酒 井 高 正

奈 良 大 地 理5(1999)

130芸 北 地 域 の 人 口 動 態

酒 井 高 正

高 原 の 自 然 史(芸 北 高 原 ミュ ー ジ ア ム 研 究 報 告)4(1999)

131震 災 直 後 に お け る 死 者 の 分 布 と地 域 特 性

碓 井 照 子

岩 崎 信 彦 他 編 『阪 神 淡 路 大 震 災 の 社 会 学 第1巻 被 災 と 救 援 の 社 会 学 』

(1999)34-48

132CalculatingtheFinite-TemperatureEffectiveP()tentialwiththeTheoryRenormal-

izedatZero-Temperature

HisaoNakkagawaandHiroshiYokota

MemoirsoftheNaraUniversity27(1999)1
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7.奈 良大 学 情 報 処 理 セ ン ター ス タ ッフ

昭和63年 度 所 長 水 野 柳太郎(文 学 部 ・教 授)

今 泉 重 夫(社 会 学 部 ・教 授)

湊 敏(教 養 部 ・助 教 授)

中 嶋 ニ ー(社 会学部 ・助教授)

横 田 浩(教 養 部 ・講 師)

市 ノ瀬 慎 一(社 会学 部 ・助 手)

事務室課長 村 松 豊 …

職員 油 良 勇

平成元年度

平成2年 度

平成3年 度

所 長

事務室課長

職員

所 長

事務室課長

職員

所 長

事務室課長

職員

夫

敏

一

浩

一

一

二

重

二

慎

曲豆

信

泉

嶋

田

瀬

松

藤

ノ

今

湊

中

横

市

村

斎

夫

敏

浩

一

一

二

重

慎

豊

信

泉

田

瀬

松

藤

ノ

今

湊

横

市

村

斎

哉

夫

敏

浩

一

和

江

二

良

重

慎

範

楳

信

川

泉

田

瀬

西

田

藤

ノ

市

今

湊

横

市

今

池

斎

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(社 会学部 ・助教授)

(教 養 部 ・ 講 師)

(社 会 学 部 ・助 手)

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(教 養 部 ・ 講 師)

(社 会 学 部 ・助 手)

(教 養 部 ・ 教 授)

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(社 会 学 部 ・助 手)
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平成4年 度

平成5年 度

所 長 市

今

米

湊

横

事務室課長 今

職員 池

斎

所 長

事務室課長

職員

哉

夫

淳

敏

浩

和

江

二

良

重

川

泉

谷

菜

範

小

信

田

西

田

藤

今 泉 重 夫

米 谷 淳

湊 敏

横 田 浩

今 西 範 和

斎 藤 信 二

長谷部 聡 子

(教 養 部 ・ 教 授)

(社 会 学 部 ・教 授)

(社 会学部 ・助教授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(社 会 学 部 ・教 授)

(社 会学部 ・助教授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

平成6年 度

平成7年 度

所 長

事務室課長

係長

職員

所 長

事務室課長

係長

職員

今 泉 重 夫

湊 敏

横 田 浩

今 西 範 和

太 田 かおり

川 上 隆

斎 藤 信 二

夫

夫

敏

浩

和

り

隆

司

寿

重

範

繍

耕

川

泉

田

西

田

上

中

今

湊

横

今

太

川

原

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(教 養 部 ・教 授)

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・ 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)
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平成8年 度 所 長

事務室課長

係長

職員

夫

夫

敏

浩

男

り

二

行

司

お

寿

重

俊

か

進

英

耕

川

泉

田

阪

田

谷

中

中

今

湊

横

前

太

居

田

原

(教 養 部 ・ 教 授)

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・ 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

平成9年 度 所 長 今 泉 重 夫

湊 敏

横 田 浩

事務室課長 前 阪 俊 男

係長 太 田 かおり

職員 居 谷 進 二

田 中 英 行

原 耕 司

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・ 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

平成!0年 度 所 長 今 泉 重 夫

湊 敏

横 田 浩

事務室課長 切畑屋 喜 三

係長 太 田 かおり

職員 田 中 英 行

中 野 真 輔

原 耕 司

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・ 教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

平成ll年度 所 長 湊 敏

今 泉 重 夫

横 田 浩

吉 田 光 次

事務室課長 切畑屋 喜 三

係長 木 村 幸 子

職員 田 中 英 行

中 野 真 輔

原 耕 司

(教 養 部 ・ 教 授)

(社 会 学 部 ・教 授)

(教 養 部 ・助 教 授)

(孝文 養 音s・ 講 自而)

一127一


